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１２月は師走
し わ す

とも言い
い  

、１年
  

で最も
もっと     

忙しい
いそが        

月と言われて
い     

います。寒さ
さ む    

も本格化
ほ ん か く か

する中
なか

で生活
せいかつ

リズムが乱れ
み だ    

、

体調
たいちょう

を崩
く ず

しやすいです。早
はや

ね早
はや

起き
お  

・朝
あ さ

ごはんで、楽しい
たの    

冬休み
ふ ゆ やす    

を迎えられる
む か         

よう元気
げ ん き

に過
す

ごしましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

感染症
かんせんしょう

を予防
よ ぼ う

しよう 

 冬
ふ ゆ

にまけない 

熱
ねつ

が下がって
さ    

風邪
か ぜ

が治りかけて
な お         

いる時
と き

、ズルズルと

鼻水
はなみず

が出る
で  

ことがありますね。風邪
か ぜ

をひいた時
と き

は体温
たいおん

が

上がり
あ   

、白血球
はっけっきゅう

などの免疫
めんえき

細胞
さいぼう

が体内
たいない

で風邪
か ぜ

の原因
げんいん

とな

る細菌
さいきん

やウイルスと戦います
たたか          

。戦い
たたか    

が終わり
お   

熱
ねつ

が下がる
さ   

と 、死んだ
し   

細菌
さいきん

やウイルスが鼻水
はなみず

に乗って
の   

体
からだ

の外
そと

に

出されます
だ     

。つまり、風邪
か ぜ

の治りかけ
な お       

の鼻水
はなみず

は体
からだ

が風邪
か ぜ

に

勝った
か   

証
あかし

なのです。 
 

鼻水
はなみず

が出
で

そうになるとつい 

ズズッとすっすてしまいますが、 

ウイルスの死骸
し が い

が戻
もど

ってしまうのでやめましょう。 

ティッシュでやさしくかんでくださいね。 

体
からだ

の中
なか

に細菌
さいきん

や 



～おうちの方へ～ 

1体調管理について                                          

 マイコプラズマ肺炎の流行が続いています。これからは、寒さが厳しくなり、空気が乾燥し、さらにインフルエン

ザ等感染症が流行する季節になります。咳エチケット(マスクの着用)・手洗い等の感染症対策をお願いいたします。

また、朝からの体調不良で保健室への来室が増えています。体調が優れない場合は無理して登校せず、ご家庭で様子

をみてください。保健室での休養は原則 1時間以内としています。休養しても回復しない場合や、急な発熱の場合

は、保護者の方のお迎えが必要となります。ご理解とご協力をお願いいたします。 

かぜ・インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症・マイコプラズマ肺炎の違い 

※その他、都内において伝染性紅斑の感染が多く報告されています。詳細は別紙をご覧ください。 

伝染性紅斑（リンゴ病）：頬がリンゴのように赤くなるためリンゴ病と呼ばれ、ヒトパルボウイルスの感染によって起こる病気です。 

特徴 

・発疹が出るまでの潜伏期は 14～18日です。 

・両頬が赤くなります。腕や太ももの部分に赤いレースのような発疹が広がり、１週間くらいで消えます。 

発症したときにはすでに他人にうつすことはありません。感染するのは潜伏期間です。 

・熱は出ないことがほとんどですが、微熱（37.5℃）程度や咳、喉の痛みがあることがあります。関節痛を訴えることもあり、痛みが強い

ときには受診します。 

・ワクチンはなく、特異な治療もありません。一度かかると二度目は感染しません。 

・こどもの全身状態が良ければ、登校可能です。 

・受診の目安 → 関節痛などが強いときは、診断のために医師の受診が必要です。 

！注意！妊婦が発症すると流産や胎児水腫を起こすことがあります。妊婦は体調に注意し、 

もしも発症した場合には主治医に相談し、胎児の状態をよくみてもらう必要があります。 
 

２ 服装について 

現在、体育の時間に防寒のためにトレーナー等を着用することが認められていますが、休み時間の外遊び等、体育

の授業以外でもこどもたちは元気に体を動かしています。安全な学校生活を送るため、ご家庭での毎日の服装選びに

ご協力お願いいたします。長すぎたり、ゆとりが大きかったりする服は、椅子等に引っかかったり、転倒につながっ

たりして大変危険です。また、脱いだ服を腰に巻くことも事故につながる可能性がありますので、学校では外すよう

に指導しています。気候に合わせた服装、下着の着用、服・手袋等持ち物への記名もお願いいたします。 

 かぜ（普通感冒） インフルエンザ 新型コロナウイルス感染症 マイコプラズマ肺炎 

感染性・ 

感染経路 
あまり強くない/接触ま

たは飛沫感染 

強い/接触または飛沫感染 非常に強い/接触または飛沫感染、

エアロゾル感染の可能性もあり 

接触または飛沫感染 

潜伏期間が 2～3週間と長い 

初期症状 局所(鼻や喉などの上気

道が中心) 

局所のほか、全身症状が現

れることも多い 

局所のほか、全身症状が現れること

も多い 

かぜ症状が現れ、初期症状では

マイコプラズマ肺炎との判別は

難しい 

症状の 

現れ方 
ゆるやか 急激 ゆるやかだが、急激に重症化、肺炎

を合併することも多い 

発症後 3～5日程経ってから、咳

などの呼吸器症状が現れる 

発熱 37～38℃程度(微熱の場

合が多い) 

高熱(38℃以上の急激な発

熱) 

37.5℃以上の発熱が 4日以上続くこ

とが多い 

発熱は 5～10日続き、上がった

り下がったりしやすい 

 

主な体調

の変化 

くしゃみ、鼻水、鼻づま

り、咳、喉の痛みなどの

上気道の炎症が中心 

関節痛、筋肉痛、頭痛、悪

寒などの全身症状が急激に

現れる 

発熱や咳などかぜやインフルエンザ

と見分けがつきにくい 

頭痛や倦怠感、食欲不振など味覚・

嗅覚障害が現れることもある 

発熱、咳、喉の痛み、倦怠感、

頭痛 

長引く咳 

治療方法 痛みや不快な症状をやわ

らげる対症療法が中心 

対症療法に合わせて抗イン

フルエンザ薬を使用する 

対症療法が中心 

肺炎に進展した場合は抗ウイルス薬 

通常の抗生剤は効かない 

治るまで

の期間 
多くは 1週間程度 多くは 1週間程度 軽症であれば 5～7日程度 熱が下がっても咳が１ヶ月程度

続くこともある 

出席停止

期間 

 

提出書類 

 発症した後 5日を経過し、

かつ、解熱した後 2日を経

過するまで 

登校届(ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ用)提出 

発症した後 5日を経過し、かつ、症

状が軽快した後 1日を経過するまで 

 

登校届(新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症用)提出 

期間は定められていない 

医師の診断のもと、症状が軽快

したら登校可能 

登校許可書の提出は不要 

下着は体温を調節し、 

皮ふを清潔に保ちます 
 


